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多 発 性 腎Oncocytomaの1例
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   A case of multifocal renal oncocytoma in a 55-year-old man admitted for further examination 
following the detection of left renal tumors, is reported. Computerized tomographic (CT) scanning 
and magnetic resonance imaging (MRI) revealed 2 masses in the left kidney. A left radical ne-
phrectomy was performed and two tumors were found. Both tumors were confirmed to be renal 
oncocytomas by light and electron microscopic examination. Including this patient, 42  ;cases of 
bilateral and multifocal renal oncocytoma have been reported in the literature to date. The clinical 
features of bilateral and multifocal renal oncocytomas are discussed accordingly. 

                                                (Acta Urol. Jpn.  39: 163-166, 1993) 
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緒 言

腎oncocytomaは1970年 代 より腎の良性腫瘍 とし

て広く認識され,そ の報告例も増加している.し かし

多発性腎oncocytomaの 報告例はいまだ少ない.今

回われわれは多発性腎oncocytomaの1例 を経験 し

たので報告する.

症 例

患者=55歳,男 性

家族歴:母 親が腎細胞癌,父 親が肝硬変で死亡.姉

が肝硬変,兄 が胃癌で治療中.

既往歴=特 記すべきことなし.

現病歴;1990年10月,人 間 ドックの腹部エコーで左

腎に腫瘤を認め,精 査 目的で当科を受診し11月5日 入

院した.

入院時現症:左 腎下極に表面平滑,弾 性硬,可 動性

のある腫瘤を触知 した。その他,理 学的所見に異常は

認めなかった.

入院時検査所見:末 槽血液像,血 液生化学,検 尿所

見に異常は認めなかった.

X線 学的検査:DIPに おいて左下腎杯の圧排像を

伴う,左 腎下極の腫瘤陰影を認めた.腹 部CTに て

左腎下極に8×9cm,左 腎外側部に3×3cmの 充実

性腫瘍を認めた.enhancedCTで は,い ずれの腫瘍

も腎実質との境界は明瞭で腎実質,下 極腫瘍,外 側部

腫瘍の順に高いdensityを 示 した.ま た下極腫瘍内

部には中心性廠痕を思わせるenhanceさ れ ない部分

が放射状に見られた(Fig.1).MRIのT2強 調画像

(repetitiontime2,000msec,echotime=80msec)

では,い ずれの腫瘍も低信号の被膜を有していた.外

側部腫瘍は腎実質より高信号を示 し,下 極腫瘍は腎実

質と等信号を示した.ま たenhancedCTで 認 めた

enhanceさ れ ない領域に一致 して高信号領域を認め

た(Fig.2).リ ソパ節腫脹,静 脈内塞栓は認めなかっ

た.

以上の所見 より腫瘍は腎oncocytomaの 疑いもあ

ったが,腎 細胞癌も否定はできず,腫 瘍の大きさおよ

び多発性であることより腎保存的な腫瘍摘出術は困難

であると判断し,1]月16日 経腹的根治的左腎摘出術を

施行した.腫 瘍 の周囲組織への浸潤は認めず,腎 門

部,大 動脈周囲にリンパ節腫脹を認めなかった.

摘 出標本:摘 出腎重量は520gで 腎下極に8,5×

7.5cm,腎 外側部に3.5×3.Ocmの 腫瘍を認めた.い

ずれの腫瘍も輪郭はよく保たれ,被 膜への浸潤は認め

なかった.腎 外側部の腫瘍割面は,均 一に赤褐色で腎

実質に似た色調を呈 していた.腎 下極の腫瘍割面も赤

褐色であったが,一 部白色の線維性搬痕を認めた.腫
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Fig.1.AnenhancedCTscanshowstwomasses

intheleftkidney(arrows)=oneinthe

lateralportion(A)andtheotherinthe

lowerpole(B)。Acentralstellatearea

ofIowdensityisseen丘nthelowermass

(arrowhead).

斑g.2.AT2-weightedimagealsoshows.伽o

masses(arrows)ltheIateralmass(A)

andthelowermass(B).Bothmasses

aresurroundedbyalowintens丑tycap-

sule.Acentralstellateareaofbigh

intensity量sseeninthelowermass

(arrowhead).

ご

瘍内に壊死巣,出 血巣は認めなかった(Fig.3)。

病理組織所見:腎 下極,腎 外側の腫瘍は,い ずれも

好酸性穎粒状の細胞質を有する均一な大型の細胞から

な り,核 の多形性,分 裂像は認めなかった(Fig.4).

腎門部 リソパ節に転移は認めなかった.電 顕像では,

細胞質は多数の ミトコソドリアで充満 しoncocyto-

maに 特微的な所見であった.

以上 より本症を多発性腎oncocytomaと 診断した.

現在,術 後16ヵ 月であるが転移,再 発の徴候なく外来

で経過観察中である,

＼

登

考 察

腎oncocytomaは 好酸性穎粒状の細胞質を有する

均一な大型の細胞,す なわちoncocyteの みからなる

腫瘍であ り電顕的には細胞質内の豊富な ミトコンドリ

アが特徴とされている.腎oncocytomaは1942年,

Zippeli)に よ り初め て報告 されて以来,当 初は稀

有 な腫瘍 と考 え られていた が,1976年Klein&

/
麓

Fig.3.Thecutsurfaceoftheleftkidneys血ows

twosePa「atetumo「s=Q凪einthelateral

portion(s川allarrow),andtheotherin

thelowerpoIe(1argearrows)withaL

centralscar(arrowheads).
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Valensi2)の 報 告 に よ り腎 の 良性 腫 瘍 と して広 く認 識

され る に至 り,報 告 例 の増 加 が み られ る.本 邦 に お い

て も現 在 まで に68例 の 腎oncocytomaが 報 告 され て

い るが,そ の うち 多発 性 腎oncocytomaの 報 告 は5

例(7.4%)と い まだ 少 な い。Lieberら3)は,腎onco-

cytoma193例 の う ち21例(10.9%)が 多 発 性 で あ っ

た と報 告 して い る.

今 回わ れ わ れ は 自験 例 を 含 め て 内外 の文 献 よ り42例

の多発 性 腎oncocytomaを 集 計 し検討 を 加 え た.な

お42例 中4例 は 剖検 時 に偶 然 見 つ か った 症 例 で あ る.

多発 性 腎oncocytomaを 以下 の ご と く4つ のType

に分 類 して み た.す な わ ち一 側 腎 に 複 数個 のonco-

cytomaが 発 生 した 症 例(一 側 多発)は20例,両 側 腎

に それ ぞれ1個 のoncocytomaが 発 生 した 症 例(両

側 単発)は12例,一 側腎 に 複 数 個,対 側 腎 に1個 の

oncocytomaが 発 生 した 症 例(一 側 単発 ・一 側 多発)

は3例,両 側 腎に 複 数 個 のoncocytomaが 発 生 した

症例(両 側 多発)は7例 で あ った.

多発 性 腎oncocytomaの 発 生 年 齢 は50歳 ～80歳 に

多 く平 均 年齢 は66.1歳,男 女 比 は1316で 男 性 に 多

い.臨 床的 に は 無 症 状 の も のが 多 く,他 の検 査 中 に偶

然見 つ か った ものが35例 中24例(69%)で あ った.こ

れ ら の 臨 床像 は 単 発 の腎oncocytomaと 大 差 は な

い3).腫 瘍 数 は2個 ～4個 の も の が 多 か った が 両 側

多発 症 例 に は両 側 腎 あ わせ て53個 のoncocytomaが

確 認 され た症 例 も報 告 され て い る4).治 療 は,一 側 多

発 症 例 で は18例 中17例 に腎 摘 出術 が 行 われ て い るが,

両 側発 生 の症 例 で は 腎 部分 切 除 術,腫 瘍 核 出術 に よ り

腎 保存 的 な治 療 が 行 わ れ て い る.特 に 両 側 多発 症 例

で は6例 中5例 が,術 前 あ る い は 術 中 の 生 検 で 腎

oncocytomaの 診 断 が え ら れ 腫 瘍 を 切 除 せず に経 過

観 察 と して い る.42例 中2例 に腎 周 囲 脂 肪 組 織へ の腫
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瘍 浸潤,腎 静 脈 内腫 瘍 塞栓 が 認 め られ たが5・6),転 移,

死 亡 の転 帰 を と った症 例 は な か った,多 発 性 腎onco-

cytomaの う ち 異時 性 にoncocytomaが 発 生 した症

例 は な か った が,一 側 の腎 に 複 数 個 のoncocytoma

が 発 生 した30例 中10例(33%)に は対 側 の 腎 に もon-

cocytomaが 発 生 して お り,一 側 多 発 症 例 で も健 側 の

腎 を厳 重 に 経過 観 察 す る必 要 が あ る と思 われ た,

腎oncocytomaに よる死 亡 報 告例 は い まだ な く,

腎oncocytomaは 良性 腫 瘍 と して考 え られ て い るが,

腎周 囲 脂 肪 組織 へ の浸 潤,腎 静 脈 浸 潤,遠 隔 転移 を 認

め た症 例 も報 告 され て い る5-8).ま た 腎oncocytoma

に お け るkaryotypeの 異 常5),flowcytometryの

DNAhystgram9)か ら も腎oncocytomaのmalig-

nantpotentialが 議 論 され て い る.

自験 例 で は 母親 が 腎 細 胞 癌 と い う点 が興 味 深 い.

vonHippel-Lindau病 は 常 染 色体 優 性 の 疾 患 で あ り

25～30%に 腎 細 胞 癌 が 発生 す るlo).ま た非 家 族 性 の 腎

細 胞 癌 と同様 に,第3染 色 体 短 腕 の 欠 失が 高 率 に 認 め

られ るID.腎oncocytomaに お い て 第3染 色 体 短 腕

の欠 失 の 報 告 例 は な い5・12)が,今 後 腎oncocytoma

の多 くの症 例 で染 色体 分 析 が 行 わ れ れ ば腎 細 胞 癌 と関

係 の あ る染色 体 異 常 が 見 い 出 され る か も しれ な い 。

腎oncocytomaの 術 前 画 像 診 断は 困 難 で あ り13,14),

malignantpotentialに つ い て の 結 論 が 出て い な い

現 時点 に お い て は,確 立 され た 治療 指 針 は い まだ な

く,多 発 性 の場 合 は な お さ らで あ る.わ れ わ れ は 今 回

の 検 討 よ り腎oncocytomaの 治 療 に つ い て 以 下 の ご

と く考 え て い る,す なわ ち,術 前画 像診 断 に お い て 腎

oncocytomaが 疑 わ れ た 場 合,一 側 腎 に発 生 した 小

さな腫 瘍 であ れ ば腎 部分 切除 術 が 適 切 であ るが,大 き

な腫 瘍 あ るい は 一側 多発 症 例 で は,腎 摘 出術 もや む な

し と思 わ れ る.両 側 発 生 の 症 例 で は,腫 瘍 の 大 き さ,

数,部 位 に も よ るが術 前 あ るい は術 中 に生 検 を 行 い,

oncocytomaの 診 断 が え ら れ れ ば,生 検 の み に と ど

め るか,あ るい は腫 瘍 核 出 術 を 行 い,厳 重 に 経 過 観 察

とす るべ きで あ ろ う.し か し腎oncocytomaと 腎細

胞 癌 が 同一 腎,あ る いは 同 一 腫 瘍 内 に混 在 して い た症

例 の報 告 もあ り15・16).生検 の 診 断 的意 義 に つ いて は 今

後 さ らな る検 討 が必 要 であ る.

腎oncocytomaは,今 回 の 集 計 の よ うに 多 発 あ る

い は両 側 発 生 す る可能 性 もあ り,治 療 後 も 同側 腎,対

側 腎 を 含め た 厳 重 な経 過 観 察 が 必 要 で あ り,多 発 症 例

で は さ らに 注 意 深 い経 過 観 察 が 必 要 で あ る.

結 語

55歳 男性の左腎に発症 した多発性腎oncocytoma
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の1例 を報告し,

的考察を加えた.
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多 発性 腎oncocytomaに つ き文 献

本論文の要旨は第134回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発表した.
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